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広 報 ひ じ 力> わ 55. 7. 21(2) 

．， 

55
総
体
ま
で
あ
と
―
一
日
と
な
り
、

肱
川
町
で
は
そ
の
準
備
も
大
詰
め
を

む
か
え
て
い
ま
す
C

当
町
で
は
‘
一
昨
年
か
ら
総
務
企

両
競
技
‘
施
設
、
宿
泊
接
待
、
衛

生
、
交
通
警
備
、
町
民
運
動
の
七
つ

の
部
を
設
け
て
、
歓
迎
塔
の
設
置
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
印
刷
、
宿
舎
割
当
、

面
泊
ガ
イ
ド
マ

ッ
プ
の
作
成
‘
施
設
、

設
備
の
整
備
、
献
立
講
習
会
、
野
犬

の
補
獲
…
…
…
…
な
ど
を
、
そ
れ
ぞ

れ
が
分
担
し
て
進
め
て
き
ま
し
た
。

特
に
町
民
運
動
部
で
は
‘
六
月
二

0
日
に
、
大
洲
農
校
生
ら
か
育
て
た
サ

ル
ビ
ア
の
移
植
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
で
し
一

た
か
、
肱
川
分
校
生
二
七
人
の
協
力

を
得
て
‘
五
0
0
個
の

。フ
ラ
ン

タ
ー

に
次
々
と
移
植
さ
れ
ま
し
た
。

移
植
さ
れ
た
サ
ル
ビ
ア
は
、
現
在

肱
川
中
学
校
と
肱
川
分
校
で
水
や
り

や
施
肥
の
管
理
を
し
て
お
り
、
本
番

に
は
真

っ
赤
な
花
か
会
場
周
辺
に
採

り
を
添
え
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
大
洲
農
校
で
は
、
六
月
二

一
日
に
園
芸
部
や
生
徒
会
役
員
が
、

大
洲
市
内
三
ヵ
所
で

一
‘五

0
0本
の

ペ
チ
ュ
ニ
ア
の
苗
な
ど
を
、
総
体
成

功
を
呼
び
か
け
る
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
と

と
も
に
買
い
物
客
や
通
行
人
ら
に
配

り
ま
し
た
。

こ
の
他
、
小
田
高
校
生
、
肱
川
分

校
生
、
肱
川
中
学
生
の
協
力
に
よ
仄

ダ
ム
周
辺
の
草
か
り
や
清
掃
作
業
等

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
大
会
か
成
功
す
る
よ
う
み
な
さ

55
総
体
の
開
催
を
記
念
し
て
肱
川

郵
便
局
で
は
別
図
の
よ
う
な
記
念
ス

タ
ン
プ
を
作
成
し
ま
し
た
。

若
人
の
漕
艇
競
技
に

55
総
体
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
と
肱
川
町
章
を
描
い
た

美
し
い
も
の
で
、
八
月
一
日
か
ら
五

日
ま
で
使
用
い
た
し
ま
す
。
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一

衆

議

院

・

参

議

院

同

日

選

挙

結

果

一

＿

六

月

二

二

日

に

執

行

さ

れ

た

衆

（

八

八

・

ニ

―

%

）

-

一

参

同

日

選

挙

は

、

翌

二

三

日

に

開

計

二

、

五

六

八

ー
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
（
八
八

·
0
四
％
）
—

＿

当

町

の

開

票

結

果

は

次

の

と

お

候

補

者

別

得

票

数

一

—
り
で
す
。
【
衆
議
院
】

ー

有

権

者

数

毛

利

松

平

七

六

ニ

ー

一

男

一

、

四

0
七

い

な

が

き

豊

彦

ニ

―

-

―

女

一

、

五

一

0

西

田

司

一

、

0
-
0
-

十

二

、

九

一

七

今

井

勇

一

七

五

一

一

投

票

者

数

田

中

恒

利

五

五

七

一

-

（

衆

・

参

）

（

投

票

率

）

【

参

議

院

地

方

区

】

一

―

男

一

、

二

三

六

仲

川

幸

男

一

、

六

六

五

―

-

（

八

七

・

八

五

％

）

元

岡

み

の

る

―

二

五

一

―

女

一

、

三

三

二

佐

伯

嘉

三

六

一

三

―

55
総
体
ス
タ
ン
プ
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
C

大
会
日
程

開
会
式
肘
、

3
時

肱

中

競

技

％

了

％

、

鹿

野

川

湖

閉
会
式
％
、

2
時

肱

中

成
功
さ
せ
よ
う

55総
体

高
校
生
・
中
学
生
も
進
ん
で
協
力

こ
の
ス
タ
ン
プ
は
、
郵
便
物
の
消

印
の
ほ
か
記
念
ス
タ
ン
。
フ
と
し
て
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
、
肱
川
郵
便
局

で
は
、
こ
の
ス
タ
ン
プ
に
さ
き
に
作

成
し
た
風
景
入
ス
タ
ン
プ
（
鹿
野
川

ダ
ム
と
大
谷
文
楽
）
を
組
み
合
せ
た

美
し
い
記
念
の
台
紙
（
切
手
代
と
し

て
一
部
一

0
0円
）
を
作
成
し
ま
す
。

全
国
か
ら
来
ら
れ
た
選
手
、
役
員

の
は
か
町
内
外
の
皆
さ
ん
に
も
記
念

と
し
て
広
く
利
用
し
て
い
た
だ
く
よ

う
希
望
し
て
い
ま
す
。

0
大
平
首
相
死
去
。
庁
舎
に
半
旗

を
掲
げ
冥
福
を
祈
る
。
（
％
早
朝
）

0
町
車
全
車
に
無
線
を
装
備
、
防

災
に
、
一
般
行
政
に
巾
広
い
活
用

を
期
待
。
（
％
電
監
に
よ
る
完
成

検
査
）

0
あ
ね
さ
ん
か
ぶ
り
に
、
か
す
り

の
着
物
。
赤
い
た
す
き
に
手
甲
の

五
人
の
早
乙
女
達
。
秋
に
は
一
・
八

り
ッ
ト
ル
の
お
米
が
宮
中
に
持
参
、

献
穀
さ
れ
る
。
（
％
岩
田
松
三
氏
田

で
宮
中
新
嘗
祭
献
上
の
お
田
植
式
）

〇
雨
の
中
、

55
総
体
の
成
功
を
祈
っ

て
、
肱
川
分
校
生
、
町
民
運
動
部
員

か
。
フ
ラ
ン
タ
ー
五
百
個
に
サ
ル
ビ
ア

を
移
植
。

(
%
5
5
総
体
草
花
移
植
）

0
選
挙
史
上
初
の
衆
院
参
院
ダ
ブ

ル
選
挙c

投
票
率
八
八
•
O
四
％
は
郡

内
一
の
成
績
。
「
戦
の
後
の
泣
笑
」

は
人
の
世
の
常
と
は
い
え
…
…
…
。

（
％
投
票
日
、
％
開
票
日
）

0
百
聞
は
一
見
に
然
ず
。
自
衛
隊

に
よ
る
二
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷

地
造
成
を
視
察
。
（
％
町
議
会
高
知

県
楢
原
町
視
察
）

〇
葉
た
ば
こ
、
桑
等
の
被
害
一
、
一

0
0
万
円
。
こ
ぶ
し
大
の
ジ
ャ
ン

ボ
ヒ
ョ
ウ
は
前
代
未
聞
。
雷
と
共

に
一
五
分
間
、
岩
谷
・
中
津
方
面

を
襲
つ
。
（
％
午
後
六
時
三

0
分
頃
）

0
土
砂
崩
れ
に
よ
る
住
宅
倒
壊
一

戸
、
道
路
の
崩
壊
等
二
四
ヵ
所
、

そ
の
他
合
せ
て
八
、
二
五

0
万
円
の

被
害
、
一
日
の
雨
量
一
四
五
ミ
リ

の
成
せ
る
業
か
。
（
％
1
%
大
雨

洪
水
警
報
発
令
）

一
集
音
マ
イ
ク
＿



(3) 広 報

待身受

ひ じ

応
募
資
格

力入 わ 55. 7. 21 

遇分付

自
衛
官
募
集
中
I.

現
在
町
出
身
者
三
六
人

完成したミニパイパス

肱
川
町
を
縦
貫
す
る
国
道
一
九
七
号

線
は
、
地
域
の
動
脈
と
し
て
、
そ
の
役

目
を
果
し
て
お
り
ま
す
が
、
大
型
化

と
共
に
増
加
す
る
「
く
る
ま
社
会
」

の
今
日
、
滝
山
附
近
は
、
日
夜
、
交

i
[
3
i
i
H
[
 

18
オ
ー

24
オ
ま
で
の
男

子
で
中
学
卒
業
以
上
の

学
力
の
あ
る
も
の
。

毎
日
行
っ
て
い
ま
す
。

特
別
職
国
家
公
務
員

衣
食
住
は
全
部
無
料
で
、

支
給
又
は
貸
与
さ
れ
ま

す
。

詳
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は

通
混
雑
に
悩
ま
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
県
の
改
良
計
画
に
伴

い
、
用
地
関
係
者
等
の
深
い
ご
理
解

に
よ
り
、
昨
年
―
一
月
に
着
工
、
突

貫
工
事
も
ま
じ
え
て
、
延
長
一
八
三

メ
ー
ト
ル
（
う
ち
小
藪
川
橋
一
六
メ
ー

ト
ル
）
が
、
上
田
建
設
昧
と
極
東
工

業
掠
の
施
工
に
よ
り
、
こ
の
ほ
ど
竣

功
い
た
し
ま
し
た
。

総
事
業
費
は
一
億
七
千
万
円
余
で
す
。

今
年
八
月
に
は
、
全
国
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会

・
漕
梃
競
技
が
鹿
野

川
湖
で
実
施
さ
れ
る
の
で
、
特
に
、

こ
の
区
間
の
早
期
完
成
を
待
ち
わ
び

て
お
り
ま
し
た
。

小
藪
川
橋
を
中
心
と
し
た
滝
山
バ

イ
パ
ス
の
開
通
は
、
交
通
渋
滞
の
解

消
と
併
せ
て
周
辺
の
住
環
境
の
改
善

に
一
石
を
投
じ
た
よ
う
で
す
。

役
場
又
は
、
自
衛
隊
大
洲
募
集
事
務

所
（
電
話
四
ー
四
―
二
三
）
へ
ご
連

絡
下
さ
い
。

現
在
、
肱
川
町
か
ら
次
の
方
々
が
自

衛
隊
員
と
し
て
勤
務
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

自

衛

隊

貝

名

住

所

赤

岩

敏

彦

静

岡

県

駿

東

郡

尾
下
鉄
太
郎
兵
庫
県
伊
丹
市

尾
下
光
三
郎
北
海
道
名
寄
市

ミ
ニ
バ
イ
パ
ス
開
通

滝
山
附
近
の
交
通
渋
滞
解
消

離
農
給
付
金
は
六
ニ
ガ
円

農
業
者
年
金
制
度
を
一
部
改
正

宇曾宮冨出土山大小上安中萬森森上上
都根田永水井脇野山野川村願 甲甲
宮 寺
善英満壽 浩佳茂 照 清 孝弘敏文
数夫壽男博二文吉保雄久範茂光和男治

兵
庫
県
小
野
市

千
葉
県
市
川
市

岡
山
県
勝
田
郡

岡
山
県
勝
田
郡

広
島
県
安
芸
郡

京
都
府
京
都
市

東
京
都
立
川
市

大
洲
市
大
洲

北
海
道
蛇
田
郡

兵
庵
県
姫
路
市

大
阪
府
八
尾
市

静
岡
県
駿
東
郡

岡
山
県
勝
田
郡

京
都
府
宇
治
市

広
島
県
安
芸
郡

松
山
市
水
泥
町

香
川
県
丸
亀
市

今
回
、
農
業
者
年
金
制
度
が
一
部

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

ご
存
じ
の
よ
う
に
、
農
業
者
年
金
は
、

農
業
を
し
て
い
る
方
の
老
後
の
生
活
を

安
定
さ
せ
福
祉
の
向
上
を
は
か
る
た

め
、
国
民
年
金
の
給
付
と
あ
わ
せ
て
、

農
業
経
営
の
近
代
化
と
農
地
保
有
の

合
理
化
を
ね
ら
い
と
し
た
制
度
で
す
。

主
な
改
正
の
内
容
は
、
ま
ず
、
離

農
給
付
金
の
支
給
は
、
昭
和
六
五
年

五
月
一
五
日
ま
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

そ
の
額
は
六
二
万
円
と
す
る
こ
と

が
決
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
支
給
対
象
の
範
囲
と
し
て

は
農
業
者
年
金
か
ら
脱
退
し
た
方
で
、

加
入
し
た
時
期
が
三
年
以
上
の
方
、

二

宮

計

、
香
川
県
善
通
寺
市

堀

井

明

男

北

海

道

札

幌

市

中

居

清

香

川

県

善

通

寺

市

冨

永

政

男

静

岡

県

駿

東

郡

森

岡

道

徳

新

潟

県

両

津

市

兵

頭

史

郎

広

島

県

安

芸

郡

福

山

謙

二

静

岡

県

御

殿

場

市

柴

田

伸

男

広

島

県

呉

市

兵

頭

文

則

茨

城

県

土

浦

市

東

照

雄

愛

知

県

名

古

屋

市

仲

正

一

神

奈

川

県

高

座

郡

中

居

貞

晴

広

島

県

呉

市

道

田

幸

助

香

川

県

善

通

寺

市

中
野
喜
志
男
福
岡
県
久
留
米
市

和

気

純

一

広

島

県

安

芸

郡

宮

本

敏

秀

神

奈

川

県

横

須

賀

市

（

敬

称

略

）

ま
た
脱
退
一
時
金
を
も
ら
っ
た
方
は

離
農
給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
．

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
か
、
こ
ん
ど

の
改
正
で
こ
の
う
ち
兼
業
な
ど
で
農

業
者
年
金
か
ら
脱
退
し
た
方
で
も
支

給
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
農
業
者
年
金
に
加
入
し

て
い
な
い
農
家
に
対
す
る
経
営
委
譲

は
、
従
来
で
す
と
対
象
と
な
り
ま
し

た
が
、
今
後
は
離
農
給
付
金
を
受
け

る
こ
と
は
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
短
期
間
、
出
稼
ぎ
に
出
た

た
め
に
農
業
者
年
金
の
被
保
険
者
で

な
く
な
っ
た
方
が
、
出
稼
ぎ
に
出
て

い
る
間
に
経
営
を
移
譲
し
た
あ
と
出

稼
ぎ
か
ら
戻
っ
た
場
合
、
農
業
者
年

金
の
任
意
継
続
被
保
険
者
と
な
っ
た

と
き
な
ど
に
は
、
離
農
給
付
金
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
し
、
離
農
給
付
金
の
支

給
を
受
け
て
い
る
場
合
に
は
農
業
者
年

金
の
任
意
継
続
被
保
険
者
と
な
る
こ
と

が
で
き
な
い
な
ど
、
今
回
農
業
者
年
金

制
度
の
一
部
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
農
業
委
貝
ま

た
は
農
業
委
員
会
事
務
局
へ
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

ゆ
と
り
と
ゆ
ゴ
り
合
い
で

雲
の
事
故
防
止

夏
は
暑
さ
の
た
め
疲
れ
や
す
く
、
い

ね
む
り
や
、
う
っ
か
り
運
転
に
よ
る

重
大
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

気
持
ち
の
上
に
も
時
間
的
に
も
余

裕
を
も
っ
た
計
画
を
た
て
、
早
目
に

休
息
し
て
過
労
を
避
け
る
よ
う
に
い

た
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
飲
酒
運
転
は
死
亡
（
重
大
）

事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
を
認
識
し
、

『
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
、
乗
る
な
ら

飲
ま
な
い
』
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

大
洲
警
察
署
管
内
に
お
い
て
、
一

月
か
ら
六
月
二

0
日
ま
で
の
間
に
飲

酒
運
転
に
よ
り
四
六
名
の
人
が
検
挙

さ
れ
、
そ
の
う
ち
一
三
名
が
逮
捕
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

飲
酒
運
転
者
に
よ
る
事
故
は
一
八

件
も
発
生
、
そ
の
中
に
は
失
明
し
た

人
、
半
身
不
随
に
な
っ
た
人
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

悲
し
い
事
故
を
私
た
ち
の
ま
わ
り

か
ら
な
く
す
た
め
に
、
日
ご
ろ
か
ら

交
通
安
全
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
楽

し
い
毎
日
を
送
り
た
い
も
の
で
す
ね
I
.
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技
能
試
験

0
内

容知
識
試
験

期
待
さ
れ
る
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
④

植
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
「
石
油
の
成
る
木
」

先
ご
ろ
、
注
目
の
自
動
車
が
二
台

走
行
テ

ス
ト
に
成
功
し
ま
し
た
。

一
台
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
原
産

の
巨
木

ユ
ー
カ
リ
か
ら
採
取
し
た
油

を
燃
料
に
使
っ
て
走
ら
せ
た
も
の
で
、

三
重
大
学
農
学
部
の
研
究
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
実
験
。

も
う
一
台
は
、
サ
ツ
マ
イ
モ
か
ら

採
っ
た
ア
ル

コ
ー
ル
を
燃
料
と
し
た
も

の
で
、
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究
所

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
総
合
工
学
研
究
所
の
、

共
同
研
究
班
に
よ
る
走
行
実
験
で
す
。

前
者
の
場
合
は
、
ユ
ー
カ
リ
の
油

狩
猟
免
許
試
験
を
実
施

0
試
験
期
間

第

1
回

第

2
回

0
時

間知
識
試
験

適
性
試
験

昭
和
55
年
8
月
19
日

昭
和
55
年
9
月
10
日

9
時
ー
10
時
30
分

11
時
ー
12
時

13
時
ー
13
時
50
分

14
時
ー
17
時

法
令
、
猟
具
、
鳥

獣
に
関
す
る
知
識

適
性
試
験
い
視
力
甲
種
は
両

眼
で
い
以
上
。

乙

．
丙
種
は
両

眼
で
い
以
上
で

か
つ
片
目
で
い

以
上
。

と
ガ
ソ
リ

ン
が
そ
れ
ぞ
れ
五

0
％
づ

つ
混
合
し
た
も
の
と
、
ユ
ー
カ
リ
油

1
0
0％
の
二
通
り
で
実
施
、
後
者
の

場
合
は
ガ
ソ
リ
ン
八
に
ア
ル
コ
ー
ル
ニ

程
度
の
混
合
燃
料
が
使
わ
れ
ま
し
た
。

結
果
は
、
ガ
ソ
リ
ン
一

0
0％
に

比

べ
出
足
も
劣
ら
ず
、
排
ガ
ス
の
点

で
も
よ
り
ク
リ
ー
ン
で
あ
る
な
ど
の

デ
ー
タ
ー
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

石
油
の
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
あ
る

い
は
石
油
と
の
併
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

し
て
植
物
を
利
用
し
よ
う
と
い
う
研

究
は
、
こ
の
よ
う
に
急
速
に
進
め
ら

回
聴
力
1
0
m
の
距

離
で

90
ホ
ン
の

音
が
き
こ
え
る

こ
と
。

い
運
動
能
力

歩
行
屈
伸
な
ど

技
能
試
験猟
具
の
取
扱
い

猟
具
の
判
別
（
甲
種
）

距
離
の
目
測
（
乙

．
丙

種
）
鳥
獣
の
判
別

〇
申
込
み
狩
猟
免
許
申
請
書
に
写
真
、
手

数
料
、
鳥
獣
法
第

6
条
第

2
号
又

は
第

3
号
に
該
当
す
る
か
ど
う
か

の
医
師
の
診
断
書
、
銃
器
を
現
に

れ
て
い
ま
す
。

植
物
の
中
に
は
、
ま
る
で
”
石
油

の
成
る
木
“
み
た
い
な
も
の
も
あ
り

ま
す
。た
と
え
ば
、
ミ
ル
ク
・
ブ
ッ
シ
ュ

（
青
サ
ン
ゴ
）
と
よ
ば
れ
る
ア
フ
リ

力
な
ど
に
成
育
す
る
木
は
、
折
る
と

白
い
樹
液
を
し
た
た
ら
せ
ま
す
が
、

そ
れ
が
石
油
そ
っ
く
り
の
組
成
を
し

て
い
る
の
で
す
。

ま
た
、
可
愛
い
コ
ア
ラ
ベ
ア
が
好

む
植
物
と
し
て
知
ら
れ
る

ユ
ー
カ
リ

も
、
葉
か
ら
香
り
の
よ
い
油
が
採
れ
、

昔
か
ら
清
涼
飲
料
な
ど
に
使
わ
れ
て

ぎ
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
石
油
同
様
の

組
成
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
注
目
を

集
め
て
い
ま
す
。

一
方
、

サ
ッ
マ
イ
モ
そ
の
他
の
イ

所
持
し
て
い
な
い
者
の
み
）
を

添
え
て
い
昭
和

55
年

8
月

19
日
に
受

験
し
よ
う
と
す
る
者
は
、

7
月

23
日
か
ら

8
月

5

日
ま
で
に
。

切
昭
和

55
年

9
月

10
日
に
受

し
よ
う
と
す
る
者
は
、

7
月

23
日
か
ら

8
月

27

日
ま
で
に
。

そ
れ
ぞ
れ
、
八
幡
浜
地
方
局

大
洲
出
張
所
林
業
課
へ
申
込

む
こ
と
。

0
そ
の
他
く
わ
し
く
は
、
（
申
請
書
の

用
紙
な
ど
の
問
合
せ
な
ど
）
肱

川
町
鹿
野
川
、
猟
友
会
肱
川
支

部
、
山
内
壮
亮
ま
で
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

電
話

2
3
5
2

通
商
産
業
省
で
は
、
昭
和
五

0
年

七
月
か
ら
全
国
一

0
ヵ
所
に
消
費
者

相
談
室
を
設
置
し
、
通
産
省
関
係
の

物
資
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
消
費

者
の
皆
様
が
消
費
生
活
の
中
で
困
っ

て
い
る
問
題
に
つ
い
て
の
相
談
や
苦

情
に
お
答
え
し
て
い
ま
す
。

品
質
表
示
、
製
品
安
全
、
計
量
、

割
賦
、
訪
門
販
売
等
通
商
産
業
省
の

消
費
者
行
政
に
つ
い
て
の
御
意
見
、

あ
る
い
は
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ

い
て
の
苦
情
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら

消
費
者
相
談
室
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

四
国
通
商
産
業
局
消
費
者
相
談
室

〒
七
六

O
I九
一

高
松
市
番
町

一
丁
目
一

O
I
六

電
話

(
O
八
七
八
）

六
一
ー
三
二
三
七

あ
な
た
の
意
見
も

反
映
さ
れ
ま
す

モ
の
仲
間
や
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
、
ト
ウ

モ
ロ
コ

シ
な
ど
か
ら
は
、
質
の
よ
い

エ
チ
ル
ア
ル
コ
ー
ル
が
作
ら
れ
ま
す
。

米
国
な
ど
で
は
、
ガ
ソ
リ
ン
に
こ

う
し
た
ア
ル
コ
ホ
ー
ル
（
ア
ル
コ
ー

ル
）
を
混
合
し
た
自
動
車
用
燃
料
が
、

”
ガ
ス

ホ
ー
ル
“
と
い
う
名
で
ス
タ

ン
ド
で
売
ら
れ
て
い
ま
す
。

わ
か
国
で
も
、
石
油
に
代
わ
る
新

し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
通
産
省
は
今
年
度
か

ら
ア
ル
コ
ー
ル
を
原
料
と
す
る
代
替

エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
開
発
に
着
手
し
ま

す
。

急
性
虫
垂
炎
は
、
俗
に
い
わ
れ

る
盲
腸
炎
で
、
は
じ
め
は
、
み
ぞ

お
ち
が
重
苦
し
く
痛
ん
で
吐
き
気

が
あ
り
、
熱
も
三
八
、
九
度
に
上

昇
し
ま
す
e

そ
の
う
ち
右
下
腹
部
が
痛
み
出

し
虫
垂
炎
で
は
な
い
か
と
疑
か
わ

れ
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
症
状
の

病
気
は
ほ
か
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
す
。
診
断
が
つ
く
ま
で
は
不
安
で
、

何
か
手
当
を
し
な
い
と
落
ち
着
か

な
い
も
の
で
す
が
、
安
静
に
さ
せ

て
、
経
過
を
み
な
が
ら
医
師
の
診

察
を
待
つ
こ
と
で
す
。
素
人
が
ヘ

た
な
処
置
を
し
た
ば
か
り
に
、
か

え
っ
て
悪
化
さ
せ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
か
ら
注
意
を
。
と
く
に
し
て

は
い
け
な
い
の
か
下
剤
の
服
用
や

浣
腸
。

セ
ン
孔
腹
膜
炎
を
お
こ
す

手
助
け
を
し
て
い
る
こ
と
に
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。

痛
む
部
分
を
あ
た
た
め
る
の
も

禁
物
。
化
膿
を
促
進
さ
せ
る
こ
と

に
な
る
か
ら
で
、
む
し
ろ
、
虫
垂

炎
の
疑
い
が
あ
れ
ば
冷
湿
布
が
無

難
で
す
。

ど

こ

か

痛

む

か

と

や

た

ら

に

圧

し

て

み

た

り

、

痛

み

を

や

わ

ら
げ
よ
う
と
も
ん
だ
り
し
な
い
こ

と。
化
膿
し
た
虫
垂
炎
が
破
れ
な
い

よ
う
、
医
師
で
も
触
診
は
慎
重
に

し
ま
す
。

-
―
口
医
学
一

虫
垂
炎
の
対
処
法
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子
供
は
、
あ
る
日
突
然
非
行
に
走

る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
小
さ
な
風

船
が
だ
ん
だ
ん
ふ
く
ら
ん
で
、
や
が

て
パ
チ
ー
ン
と
は
じ
け
る
よ
う
に
、

舵ふ3
誓
[

徐
々
に
非
行
へ
の
道
に
深
入
り
し
て

い
き
ま
す
。
こ
の
過
程
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
非
行
へ
の
＂
ぎ
ざ
し
“
が
見
ら

れ
ま
す
。

早
い
う
ち
に
つ
み
と
ろ
う

晰
払
絋
紺
あ
少
脩
琲
廂

昨
年
は
少
年
一
、
0
0
0

人
当
た
り

一
四
•
宇
人
が
補
導
さ
れ
ま
し
た

子
供
た
ち
が
、
心
身
と
も
に
健
康

で
た
く
ま
し
く
育
っ
て
ほ
し
い
と
思

う
の
は
、
す
べ
て
の
親
の
願
い
で
す
。

と
こ
ろ
か
、
こ
う
し
た
親
の
気
持

ち
と
は
裏
腹
に
、
年
々
少
年
非
行
が

増
え
続
け
て
い
ま
す
。

昭
和
五
四
年
の
、
成
人
も
含
め
た

全
刑
法
犯
三
六
万
八
千
人
の
う
ち
、

そ
の
約
四
割
に
相
当
す
る
一
四
万
三

千
人
が
、
一
四
歳
以
上
二

0
歳
未
満

の
少
年
と
い
う
憂
う
べ
き
状
態
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
少
年
千
人
に

対
し
・一
四
・
五
人
が
補
導
さ
れ
た
勘
定

に
な
り
、
戦
後
最
高
の
記
録
で
す
。

一
方
、
数
の
面
ば
か
り
で
な
く
内

容
に
お
い
て
も
、
ご
く
普
通
の
家
庭

の
少
年
に
よ
る
非
行
が
増
え
、
低
年

齢
化
に
一
層
拍
車
が
か
か
る
と
と
も

に
年
少
少
年
に
よ
る
殺
人
事
件
の

多
発
、
暴
走
族
少
年
に
よ
る
凶
悪

．

粗
暴
事
犯
の
増
加
の
ほ
か
、
中
学
・

高
校
生
に
よ
る
校
内
暴
力
事
犯
か
激

増
す
る
な
ど
、
新
た
な
問
題
を
は
ら

ん
で
い
ま
す
。

夏
休
み
は
、
子
供
た
ち
の
生
活
の

リ
ズ
ム
が
乱
れ
、
気
持
ち
も
ゆ
る
み

が
ち
で
、
親
の
目
も
届
き
に
く
く
な

り
ま
す
。
楽
し
い
夏
休
み
が
、
一
転

”
非
行
の
季
節
“
に
な
ら
な
い
よ
う

気
を
つ
け
た
い
も
の
で
す
。

お
か
ね
の
浪
費
か
め
だ
ち
、
時

●
多
額
の
小
遣
い
を
要
求
す
る

目
的
の
あ
る
外
出
で
は
な
く
て
、

「
ち
ょ
っ
と
そ
こ
ま
で
」
と
い
う

外
出
か
ひ
ん
ば
ん
に
な
る
。

●
親
の
知
ら
な
い
友
だ
ち
が
増
え
る

「
な
ん
て
い
う
名
前
な
の
」
と
聞

い
て
も
、
「
ケ
ン
ち
ゃ
ん
、
マ
ー

坊
」
と
い
っ
た
あ
い
ま
い
な
返
事

を
す
る
よ
う
に
な
る
。

●
ふ
ら
り
と
外
出
す
る

●
成
績
が
急
激
に
ダ
ウ
ン

子
供
の
非
行
防
止
も
、
病
気
の
場

合
と
同
じ
よ
う
に
”
早
期
発
見
“
が

大
切
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
ふ
だ
ん
か
ら
子

供
の
生
活
を
注
意
深
く
見
守
り
な
が

ら
、
非
行
の
”
芽
“
を
早
い
う
ち
に

つ
み
と
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
肝
心
で

す。|
—
子
供
の
ど
う
い
う
言
動
が
非

行
に
つ
な
か
っ
て
い
く
の
か
、
非
行

の
＂
き
ざ
し
“
の
い
く
つ
か
を
あ
げ

て
み
ま
し
た
。

す
ぐ
わ
か
る
よ
う
な
ウ
ソ
を
つ
い

た
り
、
親
の
顔
を
ま
と
も
に
み
な
い

で
、
あ
い
ま
い
な
返
事
し
か
し
な
い
。

ウ
ソ
か
露
見
し
て
も
平
気
な
顔

を
す
る
よ
う
に
な
る
。

得
意
な
科
目
の
成
績
ま
で
目
に

み
え
て
落
ち
、
テ
ス
ト
の
結
果
も

見
せ
な
く
な
る
。

●
ウ
ソ
は
非
行
化
の
赤
信
号

ま
じ
め
な
生
き
方
を
軽
べ
つ
し
、

「
バ
カ
ら
し
い
」
な
ど
と
な
げ
や
り

な
こ
と
ば
を
吐
く
。

成
績
が
悪
い
の
も
、
親
や
教
師

の
せ
い
に
す
る
よ
う
に
な
る
。

◇

◇

◇

 

以
上
の
よ
う
な
”
兆
候
II

か
ら
子

供
の
心
を
読
み
と
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
子
供
の
心
の
中
に
何
が
生
ま
れ

●
な
げ
や
り
な
言
葉
遣
い
が多
く
な
る

非
行
少
年
の
ほ
と
ん
ど
が
、
最

初
の
段
階
で
喫
煙
す
る
。

ポ
ケ
ッ
ト
な
ど
に
か
く
し
て
い

た
り
、
ニ
オ
イ
か
す
る
か
ら
注
意

し
て
み
る
。

(14
オ
以
上
の
年
代
は
増
加
傾
向
に
あ
る

人
3

20 

IO 

S 53 

●
か
く
れ
て
タ
パ
コ
を
吸
う

ポ
ル
ノ
雑
誌
な
ど
を
こ
っ
そ
り

読
ん
で
い
る
。

●
読
書
の
内
容
が
変
わ
る

可
＾

食
べ
盛
り
で
、
以
前
は
い
つ
も

空
食
を
訴
え
て
い
た
の
が
、
食
べ

な
く
な
る
。

学
校
の
帰
り
に
、
ス
ナ
ッ
ク
な

ど
の
た
ま
り
場
に
寄
り
道
を
し
て

い
る
場
合
が
多
い
。

13ll4II5ll6 

●
夕
食
を
あ
ま
り
食
ぺ
な
い

= S54年
S53年

、•..
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に
は
親
勾
ザ
イ
フ
か
ら
、
こ
っ
そ
り

ぬ
き
と
っ
た
り
す
る
よ
う
に
な
る
。

小
遣
い
で
は
買
え
な
い
高
価
な
ペ

ン
ダ
ン
ト
や
ブ
ロ
ー
チ
な
ど
の
ア
ク

セ
サ
リ
ー
を
つ
け
る
よ
う
に
な
る
。

17 I 18 I I 9 

●
服
装
や
髪
形
をし
き
り
に
気
に
す
る

ど
う
変
わ
り
つ
つ
あ
る
の
か
、
そ
し

て
そ
の
原
因
は
|
ー
—

な
ど
に
つ
い
て

考
え
、
適
切
な
処
置
を
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。◇

◇

◇

 

非
行
少
年
を
年
令
別
に
み
る
と

（
大
洲
警
察
署
）
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人 の 動 き
鹿野川夏まつり行事

前月比
時間 行事名 ｀ 場所

人口 4,009人(-2) 9. 00- ダム犠牲者

男 1,983人(-2) 10. 00 慰霊祭
ダム慰霊碑

女 2,026人（ 0) 10. 30-
世帯数 1,098戸(-2) 11 30 

弁天宮祭典 弁 天 宮

6月i（出生 l死亡 3転出12) 12. 00- 花木
の異 転出12その他〇 19 00 展示即売

肱川農協横

（昭和55年6月30日現在） 12. 00-

22: 30 
ピックリ市 歩行者天国

13. 00- 七夕笹

14. 30 コンクール
鹿野川、滝山

13. 00- スリラー館 肱川分校

12. 00-

19 00 
農産物販売 商工会車庫

19 30-

21. 00 
盆踊り大会 肱 川中 学校

21. 20-

22. 00 
花火大会 鹿野川大橋上

も
し
証
書
の
提
出
が
遅
れ
る
と
、

証
書
に
記
入
さ
れ
て
い
る
支
払
金
額

は
、
八
月
期
分
ま
で
で
す
か
ら
、
そ
の

後
の
福
祉
年
金
が
受
け
取
れ
ま
せ
ん
。

な
お
、
証
書
を
提
出
さ
れ
た
方
に

は
「
保
管
証
」
を
渡
し
ま
す
の
で
な

く
さ
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

の
提
出
は

1
0
8
ま
で
に

定期検査対象外業種

恒
例
の
鹿
野
川
夏
ま
つ
り
を
、
今

年
は
七
月
三
一
日

（
木
）
に
行
い
ま

す。
み
な
さ
ん
ご
存
知
の
よ
う
に
、
八

月
一
日
か
ら
全
国
高
校
総
体
ボ
ー
ト

競
技
が
、

鹿
野
川
湖
に
お

い
て
行
わ

れ
ま
す
。

こ
の
大
会
に
は
、
全
国
か
ら
一
、
五

0
0
人
程
の
選
手
、
役
貝
の
み
な
さ

ん
か
参
加
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
れ
等
の
み
な
さ
ん
の

合
年
は
亡
目

歓
迎
を
含
め
て
、
七
月
三
一
日
に
実

施
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
別
表
の
よ
う
な
い
ろ
い

ろ
な
行
事
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
家
族
、
ご
近
所
お
そ
ろ
い
で

夏
の
一
日
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
年
の
盆
踊
り
大
会
は
、

参
加
者
が
多
く
な
り
ま
す
の
で
、
肱

川
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
行
い
ま
す
。

当
日
雨
天
の
場
合
は
、
八
月
七
日

に
行
い
ま
す
。

日
に
実
施

鹿
野
川
夏
ま
つ
り

人や物を大切にし、住みよい

町をつくるための「大切に」運

動、七月の目標は”川や山をき

れいにしましょう“です。

そこで七月二七日（日）には

町をあげて環境美化デーを実施

することにしています。

特に今年は、八月一日から五

日まで、鹿野川湖において、全

国高校総体ボート競技が行われ、

全国から約一、五00人がこら
れます。

部落内の溝や小川などの草刈

りやナイロン、流木の焼きすて

業種 使用目的 備考
| 

飯の盛付、 ただし

飲食店
焼上、揚上 庭先取引、

時の肉など 行商は対象

の計量用 病院、保健

農家 供出用 所等で体重

浴場・旅館 体重測定用
の法的な証

明行為を行
生菓子製造 生地取用 なうものは

公務所 文書発送用 対象。

肱
川
を
美
し
く
ー
・

環
境
美
化
「
オ
ー

自転車の2人乗り、手はな

し、わき見運転などあぷな

い乗りかたはやめましょう。

象ら／

瓜

生

谷

堀

川

亀

雄

さ

ん

(76
オ）

菟

野

尾

和

氣

マ

ス

ミ

さ

ん
75
オ）

下

敷

水

帽

子

フ

ク

ヨ
さ
ん

(67
オ）

ご
め
い
ふ
く
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

計
量
法
（
昭
和
二
六
年
法
律
第
二

0
七
号
）
に
基
づ
き
愛
媛
県
知
事
が

行
う
計
量
定
期
検
査
か
、
肱
川
町
公

民
館
で
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
計
量
器
定
期
検
査
は
三
年
に

一
回
実
施
さ
れ
る
も
の
で
、
取
引
に

使
用
さ
れ
る
計
量
器
を
定
期
的
に
検

査
を
し
て
正
確
を
確
保
し
、
取
引
上

に
お
け
る
計
量
の
安
全
を
図
り
、
計

量
の
面
か
ら
住
民
の
福
祉
に
貢
献
せ

ん
と
す
る
も
の
で
す
。

上
鹿
野
川
三
好
英
二
さ
ん

長

女

英

里

ち

ゃ

ん

お
誕
生
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

と
こ
ろ

と

き

〇
乳
児
健
康
相
談

八
月
＿
四
日
に

計
量
器
定
期
検
査

場
所

に
み
ん
な
で
参
加

し
ま
し
ょ
う
。

部
落
に
よ
っ
て

は
、
河
川
の
な
い
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す

の
で
、
通
学
路
や

集
会
所
、
お
宮
な

ど
の
清
掃
を
し
て

い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

定
期
検
査
日
程

期
日
昭
和
五
五
年
八
月

一
四
日

時

間

午

前

一

0
時
か
ら
午
後
三

時
ま
で

肱
川
町
公
民
館

八
月
一
八
日

九
時
三

0
分
か
ら

―
一
時
三

0
分
ま
で

肱
川
町
公
民
館

'◇心配ごと相談◇

お気軽に相談所へ”

◎相談時間

各相談日とも 9時～16時

◎相談場所

町公民館心配ごと相談室

（肱川町社会福祉協議会）

相談日

7月25日

8月5日

8月18日

8月25日

担当相談員

坂本、兵頭

下石、楠野

中野、堀尾

谷本、佐久保

相談員の自宅相談も受付けます


